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1,四 半期財務情報の作成等に係る事項

(1)会 計処理の方法における舗便な方法の採用の有無 : 有

(内容) ① 一般債権に係る貸倒引当金の計算

前連結会計年度における貸倒実績率を用いて計算しております。

② 固定資産の減価償却の方法

年度見込額のうち当四半期分を計上しております。

③ 税 金費用の計算

連結会社の個別財務諮表上の税金費用については、法定実効税率をベースとした、

当年度の予測税率を用いて計算しております。

(2)最 近連結会計年度からの会計処理方法の変更の有無 : 無

(3)連 結及び持分法の適用範囲の異動の有無     t 有

(内容) 連 結  (新 規)1社 (まつやセロファン株式会社)

2.平 成 17年 3月 期第 1四 半期財務 ・業績の概況 (平成 16年 4月 1日～平成 16年 6月 30日 )
(1)経営成績 (連結)の 進捗状況                      (百 万円未満切捨)

(注)売 上高以外の四半期経営成績の開示は、前年同四半期については行つていないため記載しておりません。
また、売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。

[経営成績 (連結)の 進捗状況に関する定性的情報等]

平成 17年 3月 期第 1四 半期のわが国経済は原料価格の高騰などのマイナス要因もありましたが、民

間設備投資や輸出などが堅調に推移 し、個人消費にも明るい兆しが見られるなど、着実な回復を維持 し

てまい りました。

このような経済環境の中、当社グループは成長分野である機能材料部門における IT関 連製品の拡販
に努めるとともに、包装部門の新たな生産拠点として建設した横浜事業所の稼動を開始し、今後の事業
の拡大と収益基盤の構築を進めてまいりました。
その結果、機能材料部門ではLCD用 プロテクトフィルムが大幅な受注増となり、情報記録用材、剥

離フィルムも伸長いたしました。また、包装部門につきましても環境対応型の詰替用包装材を主体に好

調な推移となり、その他の分野も概ね計画に沿うものになりました。

当第 1四 半期における業績は、売上高 153億 6千 4百 万円 (前年同四半期比 12_8%増)、営業利益
7億 1千 3百 万円、経常利益 6億 9千 3百 万円、四半期純利益4億 2千 3百 万円となりました。
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(2)財政状態 (連絡)の 変動状況 (百万円未満切捨)

【連結キャッシュ・フローの状況】 (百万円未満男捨)

(注)四 半期財政状態の開示は、前年同四半期については行っていないため記載 しておりません。

[財政状態 (連結)の 変動状況に関する定性的情報等]
当第 1四半期末における総資産は、手形債権の流動化により受取手形が減少いたしましたが、横浜事
業所の建設などにより固定資産が増加したことなどで、平成 16年 3月 期末に対して 2億 5千 7百 万円
増加の 593億 3千 2百 万円となりました。

負債につきましては、借入金は減少いたしましたが、設備の米払金が増加したことなどにより、
平成 16年 3月期末に対して 2億 2千 1百万円増加の 375億 4千 6百 万円となりましたD
株主資本は平成 16年 3月 期末に対して4千 3百 万円増加の 214億 6千 5百 万円、株主資本比率は
36.4%となりました。

[キャッシュ・フローの状況]

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動により得られた資金が税金等調整前四半期純利
益の 6億 9千 9百 万円に加え、手形債権の流動化などによる売上債権の減少が 33億 3千 7百 万円あつ
たことなどから、26億 4千 4百 万円となり、投資活動の結果支出した資金は横浜事業所建設に伴 う有形
固定資産の取得などにより21億 8百 万円、財務活動により支出した資金は借入金の返済などにより
10億 8千 7百 万円となりました。この結果、現金及び現金同等物の当第 1四半期末の残高は
24億 3千 3百 万円となりました。
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〔参考〕平成 17年 3月 ナリ]の連結業績予想 (平成 16年 4']lH～ 平成 16年 9月 30日 )

売 上  高 経常利益 当期純利益
1株当た り

指期純和1益

今回発表予想

(A)

十寸]吊キ11鋼

百万円

31_,900

百万円

1,200

百万円

650

銭
川
■

前回発表予想

( B )
中間期| 100 900 500

増 減  額

(A)― (B)
中間期 800 300 150

I曽 シ成 率

(%)
||ヨ犀珂)切 2.6 33.3 30.0

〔連結業績予想に関する定性的情報等〕

平成 17年 3月期中間期予想については、機能材料部門及び包装部門を中心に好調に推移しており、

上記の通り修正いたしますっなお、通期の業績予想については中間決算発表時に見直しを行う予定です。

※上記の予想は、本資料の発表口現在において人手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な

要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としていますら実際の業績は、今後様々な要因によつ

て大きく異なる結果となる可能性があります。



1.(要 約)四半期連結貸借対照表

(単位 :百万円、%)

科 目

当四半期
(平成17年3月期
第1四半期末)

前年同四半期
(平成16年3月期
第1四半期末)

畿
日 減

(参考)

平成16年3月

期
金 額 金 額 金  額 上害 テ威 茎 金 額

(資産の部)
I流 動資産
1.現金及び預金
2.受 取手形及び売掛金
3.たな卸資産
4,その他
流動資産合計

2,673

19,284

8,010

1,762

31,730

3,202

22,219

61869

1,176

33,468

工 固定資産
1,有形固定資産
2.無形固定資産
3.投資その他の資産
固定資産合計

22,139

102

5,310

27,602

20,303

101

5,202

25.606

資産合計 59,332 59,075

(負債の部)
I流 動負債
1.支払手形及び買掛金
2.短 期借入金
3.賞 与引当金
4。その他

流動負債合計

13,721

4,961

415

7,935

27,033

13,901

6,959

792

6,802

28,455

I固 定負債
1.社債
2n長 期借入金
3.退 職給付引当金
4.役 員退職引当金
5,その他
固定負債合計

200

5,943

3,507

272

589

1 0 . 5 1 3

200

41528

3,378

399

363

8.869

負債合計 37.546 37,325

(少数株主持分)
少数株主持分 320 326

(資本の部)

資本合計 21,465 21,422

負債、少数株主持分及び
資本合計 59,332 59,075

(注)四 半期財政状態の開示 毎年同四半期については行つていない 主め記載して渉Sりません



科 目

当四半期
(平成17年3月期
党1四半期)

前年同四半期
(平成16年3月期
第1四半期)

増 減
(参考)
平成16年3月期

金 額 金 額 金  額 増 減 率 金 額

I売 上高 151364 13.625 1,739 12.8% 61,609

Ⅱ売上原価

売上総利益

12,326

3,037

一
　

一

一
　

一

一
　

一

50,293

11,315

III販売費及び一般管理費 2,324 9,107

営業利益 2.208

IV営 業外収益

V営 業外費用 322

経常利益 693 2,198

Ⅵ 特別利益

VIE特別損失 166

税金等調整前四半期
(当期)純利益 2.087

税金費用 279 828

少数株主利益 △ 3

四半期(当期)純利益 423 1,227

2。(要約)四半期連絡損益計算書

()ヨ 売上高以外の四半期財政状態の開示は、前年同四半期については待 ていないため記載しておりません。

(単位i百万円、°/o)



3 . (要 約)四半期連絡キャッシュ・フロー計算書

(単位 :百万円)

載 しておりません。

当四半期
(平成1 7年3月期
第 1四半期)

前年同四半期
(平成1 6年3月期
第 1四半期)

(参考)
平成1 6年3月期

区 分 金 額 金 額 金 額

I営 業活動によるキャッシュ・フ田一

税金等調整前四半期(当期)
純利益
減価償却費
売上債権の増減額(増加 :△)
その他の支出

699

539

3,337

1,931

2,087

2,218

△ 2,150

△ 288

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,644 1,867

E投 資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による
支出
その他の収入

△ 2 , 1 8 7

7 9

△ 3,433

806

投資活動によるキャッシュロフロー △ 2,108 △ 2,627

I I I財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金増減額 (減少 :△)
長期借入れによる収入
長期借入金の返済による支出
その他の収入

△ 1, 8 8 1

1 , 9 3 9

A  8 5 5

△ 2 8 9

300

2,620

△ 1,979

Z  ゝ 5 6

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,087 883

I V現 金及び現金同等物に係る換算
差額 △ 4 △ 3

V現 金及び現金同等物の増減額
(減少 :△) △ 554

VI現 金及び現金同等物の期首残高 2,964 2,845

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 2,433 2,964

(注)四 半期財政状態の開示は、前年同四半期については行っていないため記載して し


